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［世界の建築・都市 /07］エスファハーン、ヤズド、テヘラン 題字・表紙レイアウト：ToLoLo studio 小林ミハル

イラン＿中庭の諸相 イランの風土は乾燥地帯と3000ｍ級の山脈で隔てたカスピ海沿岸の緑豊かな地帯に二分される。乾燥地帯で
は古都エスファハーンの中庭たるイマーム広場をはじめ各地の隊商宿やビル、住居等にみられる中庭からは植栽と池泉を中央に設
える志向が窺える。
採風塔の成す景観で知られるヤズドの住居は中庭に面した諸室の内、吹き放しの昼寝するに良い部屋（タラール）が採風塔に繋が
り、採風塔の気流が中庭の空気の淀みを攪拌するとされる。
※写真上段：イマーム広場とその近辺に密集する伝統的中庭式住居（エスファハーン）  写真下段：ヤズド、テヘラン

DOCOMOMO Japan 選定記念
『水上ビル建築ウィーク』

表紙写真・解説：池澤 邦仁 （JIA三重）
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第２回

■まちづくりの再定義と基本思想
・まちづくりは、人づくり、コミュニティづ
くり等の集合体であり、賑わいだけでな
く安心安全にも寄与する。ボランティア
依存から脱却し、地域経営として経済循
環を生む「自分ごと」化が重要であり、
大企業も地域への貢献が資産価値向上
や税収増につながるという長期的視点を
持つことが大切である。

■都市再生推進法人と関連協定
・「都市再生推進法人」の認定を受けるこ
とで、公共空間での収益事業が可能に

なり、行政との立場が「お願い」から「協働」
に変わる。また、法人のビジョンが市の
「都市再生整備計画」に組み込まれると、
国の補助金が得やすくなる。
・「都市利便増進協定」を結ぶことで、道路・
公園活用のハードルを制度的に乗り越え
られる。
・パークPFI/DBFM等に建築家が民間企業
と組んで参画する方が、行政プロポーザ
ルよりも迅速かつ現実的な場合がある。

■ブランディングの概念とまちづくりへの応用
・企業ブランディングは「差別化」「信頼」

「プライド」の３要素から成り、これはま
ちづくりにも応用できる。 ①差別化：地
域の資源を他と区別する。 ②信頼：そ
の街に行けば期待を裏切らない体験が
できる。③プライド：市長だけでなく、
市民全員が誇り（シビックプライド）を
持つ。
・機能性だけでなく、人々が体験価値を
感じ、発信したくなる豊かさをデザイ
ンすることが重要。アムステルダムの
「I amsterdam」のように、統一され
たデザインコードやキャッチコピーが
有効。

【後編】 エリアマネジメントとブランディングの実践

現在、JIA 東海支部では会員数の減少、著しい高齢化が進んでいます。これから先の未来を考えた時に若手建築家が主体的に活動し、社
会に向けて発信していくことが JIA の存続にとって必要であると同時に、若手建築家個人の未来にとっても意味のあることだと考えています。
そのきっかけとして、若手建築家がこれからの建築、これからの建築界のあるべき姿を考えて意見し合い、その活動を発信していけるような
グループをつくりたいと考えました。
第２回として、7/17 に若手建築家 10名で集まり、今後の建築家の新しい役割・まちづくりについて意見し合う会を開催しました。名古屋工
業大学の伊藤孝紀先生をお招きして、デンマークについての紹介や名古屋近郊での実践事例等をご紹介いただきつつ、若手建築家がこ
れからどのようなアクションをしていくべきなのかディスカッションしました。

ARCHITECT 編集長  河合 慎太郎

※本記事は AI 議事録を基に作成しています。

◉伊藤 孝紀：名古屋工業大学大学院 准教授・デンマーク王立アカデミー 客員教授・タイプ・エービー 主宰

都市再生整備計画の提案

（前編は９月号に掲載しています。）

将来ビジョンの策定→ 都市再整備計画の指定
合意できる “街の未来像” を描く＝公共空間（道路・公園等）の活用≒言葉だけではなく、公共空間を描く！
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■ターゲットとペルソナの設定
・最も地域に来てほしい顧客層（ターゲット）
と、その具体的な人物像（ペルソナ）
を詳細に設定することで、街に必要な
コンテンツが明確になる。

■プロジェクト推進における実践的知見
・プロジェクトはいつも順調に進むわけで
はなく、反対者への説得も必要になる
場面がある。反対者には「息子さん、
お孫さんの代になったらどうですか？」
と次世代の視点で問いかけると、聞いて
もらえることがある。合意が難しい場合
は無理に進めず、やれる所だけで始め
る「戦略的撤退」も重要。周囲が変わ
ることで状況が変わる可能性もある。
・失敗を恐れず挑戦し、合意して行ったこ
とは「次につながる糧」と捉えるデンマー
クの価値観が重要である。

■収益化（お金の稼ぎ方）
・初期段階で金儲けの雰囲気を見せず、
汗を流す姿勢が信頼を生む。

・大規模プロジェクトでは「デザイン監修
料」を確保し補助金も活用する。
・焦らず５～10 年活動を続けることで地
域に必要な存在となり、結果的に仕事
につながる。成熟社会では「小さくて
もお金が回る仕組み」の構築が重要で
ある。

■まちづくりの時間軸
　まちづくりは短期間で結果を求めず、
３～５年のスパンで考えるのが現実的
である。
・１年目 : 結束とビジョン作り。
・２年目 : 試行と成功体験の醸成。
・３～４年目 : 収益化・組織化の検討。

■段階的な起業支援（ホップ・ステップ・
ジャンプ）
　最初から本格的な開業を目指すのでは
なく、小さなチャレンジから始められる
環境づくりが求められている。
・ホップ : 店先やコンテナで試せる小規模
な場所を提供する。①

・ステップ : 定期的な出店機会で成功体験
を積む。②
・ジャンプ : 本格的な開業を支援する。③

■設計思想の拡張
・住宅設計、ロゴ制作、グラフィックデザ
インなど、根底にあるデザイン行為は共
通している。プレゼン資料も雑誌編集の
ように情報を階層化して伝える意識が重
要である。
・構造美だけでなく「その場でどんなこと
が行われ、人が笑顔になるか」を考え
る視点へシフトすることが求められる。

■まとめ・感想（後編）
・施主に頼まれた建物を設計するだけで
は「これからのまちづくり」は成立しない。
視野を広げて（設計思想の拡張により）
経済やブランディングの原理を理解し、
地域と長く付き合っていく先に、建築家
の活躍できる新たなフィールドがあるよ
うに感じた。 （河合 慎太郎）

会の様子

都市再生推進法人の位置づけ 企業ブランディングの考え方

→ まちづくり＝ブランドづくり
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●見学会場：磐田商工会議所会館・磐田卓球場ラリーナ・豊岡中央交流センター
●開催日：2026年 7月30日（木）　参加者：23名

　今回の建築ウォッチングは新しい企画と
し て、JIA 静岡の会員で磐田市で建築設
計事務所を開設されている渡辺隆さんの
作品、磐田商工会議所会館、磐田卓球場
ラリーナ、豊岡中央交流センターを見学。
参加者は２３名磐田駅前からバスで移動。
磐田商工会議所会館は駅前からさほど遠く
ない交差点に、道路のカーブに沿った形
で建てられた鉄骨造２階建ての建物。道
路側のファサードはまち並みとの連続性を
意識したという２階の庇と２階 の手摺りに
設けられたゆるやかにカーブを描くアルミ
のルーバー状のラインが外観を特徵 づけ
ている。１階は市役所方面に通り抜けで 
きるエントランスを中央に設け、その両側
に事務室と交流スペースを設けている。
２階は １階よりセットバックして設け、１階
の屋根にあたる部分を見晴しデッキとして
外部階段からのアクセスにより会議室やテ
ナント室の利用を可能としている他、お祭り
時には見物スペースとして活用するなど「ま
ちと人を継ぐ開かれた商工会議所」との

主旨をふまえ市民との接点となる場所を
作っている。
　磐田卓球場ラリーナは、磐田市の緑豊
かな運動公園の中にある。建物は木造(集
成材 ) 平家建てで 80m×14mの細長い形
状でエ ントランスホールと便所、更衣室を
両サイドに配した明解なプラン。構造は
80m 方向に 2 本の柱を 1.8mの間隔をお
いて設けた吹寄せ柱を 5.4mの壁面を挟ん
で設け、小屋組は 14m 方向に大梁を掛け
それと直角方向に 875m/m 間隔で小梁を渡
したシンプルな架構。 屋根は長手方向にゆ
るやかなRを持ったダブル折版葺きで、室
内も梁を化粧現しした空間となっている。 
この建物は柱を等間隔とせず吹寄せ柱とし
たところがポイントで、それにより２本の
柱間を床から天井までの開口とし外光を入
れる事で 5.4m巾の壁面を独立させ長い壁
面にリズムを与え気持の良い空間としてい
る。またこれは外部にも現れ、ガルバ鋼板
の外壁と開口部の切れの良いコントラスト
によってスッキリとした外観を作っている。
その他空調は卓球場という風を嫌う施設な
ので通路側に設けたベンチの下から吹出
すなどこの施設は構造と内観や外観との整
合性と共に設備も含め全体的に合理的に
まとめられている。
　昼は渡辺さんの事務所で参加者の質問
に答えながらのランチトークを行う。午後
は旧 豊岡村の運動公園として整備された
一角にある豊岡中央交流センターを見学。

- 渡辺隆建築設計事務所の建築群 -

 花村 芳夫 （JIA静岡）

磐田市の公共建築を見る
JIA 静岡発 建築ウォッチング

建物は地域 の交流を目的とした施設で、
交流コーナー・会議室・調理室・子育て
支援センター及びステージ付の多目的
ホールなどを、東西 98m 南北 16mのワン
フロアーに様々な活動が自由にできるよう
配置しエントランスも南北に抜ける形で
4ヶ所設けている。構造は軒の 高さまでを
RC造とし、小屋は 16mのスパンに鉄骨の
登り梁を 1m間隔に掛け全体をひとつの空
間として覆う平家の RC造と S 造の ハイブ
リ ッド構造としている。内部は鉄骨の 登り
梁を化粧現しした山型のシンプルな空間。 
外観は多目的ホールを含めた全体に折版
切 妻の大屋根を掛けた量感ある建物をエ
ントランス通路上部の屋根の工夫と折版の
山波や軒樋のない軒先フレームの軽やか
さで全体の印象をやわらげている。
　 今回の建築ウォッチングは、設計者と身
近で話しながら空間を体験し、使用材料や
ディテー ルを確認し、構造の説明を受け、
また使用者の声を聞く事で作品をより深く
理解することが出来、多くのものを学ぶ事
が出来たのではないかと思っている。こう
した企画は J I A 会員ばかりでなく多くの若
い設計者に 参加してもらえれば交流の場
も出来、 J I A への関心も高まるのではと期
待している。

磐田卓球場ラリーナ 豊岡中央交流センター

磐田商工会議所会館
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●講師：小山 光 氏 （JIA正会員〈関東甲信越支部〉、英国登録建築家、英国王立建築家協会会員、株式会社キー・オペレーション代表取締役）
●開催日：2026年 7月31日（金）　●会場：東海支部会議室　●参加者：32人（会場14人・オンライン18人）

英国のArchitect
　英国では、建築家資格がなくても設計
業務を行うことが可能で、Architects 
Registration Board（ARB）に登録した者
のみが「Architect」の称号を使用できる。
Architect は、日本の建築士のような業務
独占資格ではなく、専門家としての責任と
社会的信頼を示す資格である。CPD の履
修、行動規範の遵守、賠償責任保険への
加入などが義務付けられ、高い専門性と
倫理性が求められている。

RIBA が担う建築家の職能　　　　　　　

　英国王立建築家協会（R I B A）は、
Architect 42,000 人の約 7 割が所属してい
る。標準契約書の提供や専門的なアドバ
イス、コンペ開催などを通じて Architect
の職能を支えてる。会員はプロジェクトに
おける評価向上など社会的信用を得てお

り、また、Architect 資格取得プロセスを
担い育成に寄与している。

8 年間にわたる建築家教育　　

　Architect 資格の取得には、約８年間
にわたる教育と実務経験が必要となる。
【Part1】で３年間の専門教育と１年間の
実務経験、【Part2】で２年間の専門教
育と 2 年間の実務経験を経て、【Part3】
の試験・評価を経て資格を取得する。
Part3 では、法規・契約、実務マネジメ
ント、職業倫理、リスクマネジメント、
事務所経営など、実務に必要な能力を学
ぶ。日本の大学教育は概ね Part1 に相当
する。

分業による実務体制

　英国では、Architect、Structural Engineer
（構造設計）、M&E Engineer（設備設計）、
Quantity Surveyor（コスト管理）など、
六つの専門家がそれぞれ発注者と契約して
責任を担い、チームとして業務を行う分業
体制が特徴である。Architect の業務も、
RIBA ワークステージ０から７まで、事業企
画から竣工後の評価まで体系化されている。

 野々川 光昭 （JIA愛知）

英国の教育・資格・職能・業務に触れて
世界の建築家はどう働くか  ― イギリスの実務から ―　

JIA 愛知発 職能・資格制度委員会セミナー

レクチャーを受けて
　愛知地域会職能・資格制度委員会では、
これまでスイス在住の早矢仕耕平氏、ドイ
ツ在住の伊藤和志氏を招いており、今回
が３回目のレクチャーとなった。これまで
のレクチャーでは、まちや建築に対する市
民意識の高さや、コンペを前提とした設計
者選定などを知ったが、今回は、実務と
一体となった建築家教育と各専門家が責
任を分担する分業体制に強い印象を受け
た。特に、二つの専門教育の間の実務経
験期間、資格取得試験が設計能力そのも
のを問うのではなく、建築家として専門的
な責任を果たす能力を問う点が興味深い。
また、職能団体が建築家の教育を支え、
新築から歴史的建造物の保存・活用まで
幅広い分野の実務を学ぶ点も印象的で
あった。
　現在、JIAと士会連合会との二会合意に
基づき検討が進められている「JAPANアー
キテクト」は、専業・兼業を問わず、UIA
協定に基づく建築家資格とする方針であ
る。英国では兼業であっても Architect
資格を有し、職能団体の会員として活動し
ている。そこでは業務が明確に分担され、
各専門家が高い自律性と責任を持つこと
で、利益相反が生じにくい仕組みが構築さ
れていると感じた。
　英国の事例を踏まえると、JAPANアーキ
テクトについても、資格の信頼性をいかに
担保し、社会的な信頼を得ていくのか。資
格を創設するだけでなく、その運用・管理
のあり方や建築家の職能を支える仕組みま
での検討が求められる。

小山氏は、日本と英国で建築を学び、英国で
の実務経験を経て建築家資格（Architect）
を取得された後、日本を拠点に活動されて
いる。今回のレクチャーでは、英国の建築
家資格制度や職能、実務の実態について、
日本との違いを交えながら紹介いただいた。

オウ環境設計事務所

※掲載資料は小山氏から提供いただいたものであり、地域会
　ホームページの【報告】にて拡大カラー版を掲載している。
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●開催日：2026年 8月7日（金）　●会場：JIA東海支部事務局にて
意見交換会報告
JIA 愛知発 活動報告

𠮷元氏の提案スライド

意見交換会の様子

川本 直義 （JIA愛知）
伊藤建築設計事務所

今まで役員会で感じていたこと
　私は愛知地域会の役員を数期務める中
で、毎月役員会が開催されていても、出
席した役員のほとんどは報告等を聞いてい
るだけで、意見等を発言していないと感じ
ていました。もちろん、審議事項や協議事
項などの際に自身の意見を発言すればよ
いのですが、自主的に発言しにくい環境だ
と感じていました。特にオンラインで参加
されている方は、会議の雰囲気もわかりに
くいうえ、役員会が毎回延長するほど報告
事項が多いため、発言を控えている方も
おられるのではないかと思いました。
　そこで、私が地域会長に就任して考えたの
は、役員会での報告時間は短くし、役員が
発言できる時間を生み出そうと思いました。
また、月１回の役員会開催にこだわらず、
可能な時は役員会ではなく意見交換会にし
ようと考えました。

意見交換会開催の背景
　また、昨年度、支部会費の導入検討の
中で、今後の活動をどうしていくかが重要
だとの意見も出ていて、監査の𠮷元学さん
から J I A の活動に関する意見書も出され、
役員会の協議事項になっていましたが、役
員会では時間がとれず、話し合いは延び延
びになっていました。そこで、今年の８月
は役員会開催の代わりに、意見交換会を
開催することにしました。そして、お互い
に顔を見ながら話ができるよう、オンライ
ン参加はなしとしました。どれくらいの会
員が集まってくれるか心配でしたが、JIA
東海事務局に１９名が集まりました。

𠮷元氏からの提案
　意見交換会は、川本が司会進行を務め
ました。最初に意見書を出された𠮷元監
査からお考えを伺いました。𠮷元さんはス
ライドを使って説明し、JIAの目指す姿には、
「建築家のサロンとして」と「建築家のギ
ルドとして」という二つの方向があると指
摘し、「JIA 愛知建築学校」（略して A.A. ス
クール）の設立を提案されました。J I A会

員事務所スタッフ入社１年から５年を対象
とした Aコース、若手建築家を対象とした
Bコースを具体的に提案されました。

若手参加促進に向けた意見交換
　この𠮷元さんの提案をきっかけとし、
J I A 愛知の活動について、特に若い方の
参加促進についてどのようにしていけば良
いと思うか意見を伺い、それぞれ発言して
いただきました。現在の活動の中でも子ど
も向け企画や大学授業など様々な取り組み
がされているが、入会した会員へのフォ
ローがないことが問題だとの指摘があり、
以前あった青年委員会のようなものの必要
性が浮かび上がってきました。そして、委
員会という形式にこだわらず、土曜日に誰
でも参加できる「土曜学校」のような自由
な議論の場を設け、面白いアイデアに予算
をつけてはどうかという提案もありました。
J I Aは敷居が高いと思われがちで、世代を
超えた横のつながりや共同作業を通じて活
動の面白さを感じてもらう企画が有効では
ないかとの意見がありました。
　そこで、今後 J I A愛知でできることは何
かを具体的に考え、予算化も含めて今後
の役員会での検討課題としていくことを確
認し意見交換会を終了しました。８０分間
の意見交換でしたが、参加者全員が発言
し、課題を共有し確認できたことは収穫
だったと思います。今後もこのような意見
交換会の場をつくっていきたいと思ってい
ます。
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DOCOMOMO Japan 選定記念『水上ビル建築ウィーク』

６月、「水上ビルをＤＯＣＯＭＯＭＯ Ｊａｐａｎ
（ドコモモ・ジャパン）が選定建築に！」という
ニュースが飛び込んで来た。
　まさに、“青天のへきれき”、そんなことが
起こるのか？と驚いた。名立たる建築家の
手になる建築が居並ぶなか、“無名の建築”
である古ビル群がその列に加わるなぞとい
うことは、思ってもみないことだった。僕は、
このビルで生まれ、商店街で育ち、現在は、
事務所と居を構え、この１０余年は、商店
街組合の理事長を勤めて来た。晴れて、
“DOCOMOMO 建築に住む建築家” となった
訳だが、なにより、これは急ぎ何か企画を
しなければならない。
　『水上ビル・建築ウィーク』と称して、８月
１日から９日までの２週末９日間、商店街で
水上ビルに関わる建築展示と２週に渡る建築
トークを開催することとなった。
　　
　前半１週目のトーク登壇は、工学院大・初
田香成先生と名城大・田口純子先生のお二方。
初田ゼミから近年取り組んで来た全国の「水
上建築」調査研究のパネル展示のゼミ発表、
初田先生から戦後闇市からの復興ビルや水路
上商店街の調査研究、防火帯建築などへも言
及したプレゼンテーション。全国各地で水路
上の商店建築が失われていくなか、那覇「ガー
ブ川水上店舗」と豊橋の「水上ビル」をＲＣ
建築としても貴重で “双璧です” とのコメント。
　続いて、ＤＯＣＯＭＯＭＯ理事でもある田
口先生からＤＯＣＯＭＯＭＯの活動につい
て、岸佑先生によるテキスト（※）を用いて、「モ
ダン・ムーブメントとは、すべての人にとっ
てよりよい社会・文化・環境の実現を目指して、
科学技術、デザイン、イノベーションを建築
に用いる運動のこと」という紹介しながら、
１９２０～３０年以降のモダン・ムーブメン
トの中で、国や地域によらず、建築様式や作

品性などにもよらず、その時代背景、産業、
技術、文化、人々の暮らしや健康などに寄り
添い、今なお活き活きと使われていることが
その評価軸となっている、との丁寧でわかり
易いご説明をいただき、「何故、水上ビルが？」
の理由がようやく腹に落ちて来た。その後の
クロストーク『水上ビル・近代建築の現在』
も盛り上がり、「それなら、堂々とその末席に
加わろう！」と励まされた心持ちになった。　
　　
　毎年、「卒業制作」のテーマに「水上ビル」
を取り上げたいとの建築系の学生からの問い
合わせをいただく。その都度、図面や写真、
発行物やメディア掲載記事など、必要な資料
は惜しみなく提供して来た。たまたまのタイミ
ングで２つの作品が集まり、水上ビルの未来
についての意欲的な提案がパネルと巨大な模
型で商店街の各所に展示された。金沢工業
大・竹本遥さんの『水上ビルが腐り、鎖になる』
（２０２３年）、中部大・上原渉さんの『水上の
奇跡－２０年後の水上ビルと豊橋を考える―』
（２０２４年）。お二人には、作品のプレゼンテー
ションをしてもらい、その後のトークセッショ
ンにもそれぞれ参加してもらった。
　後半２週目の登壇は、中部大卒の社会人と
建築学生が中心に立ち上げて、地域貢献プロ
ジェクトを各地で展開し始めたＪＯＢＬｉｎｋ  
Ｓｔｕｄｉｏ（ジョブリンク・スタジオ）から、
取り組みの報告や、現在進行中の「水上ビル」
でのリノベーションプロジェクトのプレゼン
テーション。クロストークには、中部大・山岸
綾先生が登壇し、あいちトリエンナーレ２０１６
からの「水上ビル “愛”」と、学位論文「離散空
間としての芸術祭とその空間モデルの実践的研
究」のなかで提起したアートフィールドとしての
水上ビルの活用についてプレゼンテーションを
行い、ＪＯＢＬｉｎｋメンバーも加わり、『水上
ビルの未来とおわり』について、若い世代から

も様々な意見が上がった。最終日には、「参加型
フリートーク」として、参加者全員が水上ビルに
ついて意見できる場を設け、熱い意見交換がな
された。
　還暦を迎えたこれらの古ビル群について、
多くの人たち、多くの世代が関心を寄せてい
る。この建築に宿る「力」がそうさせるので
あれば、ここで起こるであろう未来とそのおわ
りを見届けたいと想いが一層高まってくる９日
間となった。
　　
　選定評価書をご執筆いただいた建築家の
謡口志保さん、今回のご登壇は成りませんで
したが、１１月開催の商店街イベントでのトーク
にはご登壇の予定、お楽しみに！

一級建築士事務所  建築クロノ
黒野 有一郎 （JIA愛知）

［豊橋ビル］ 1 棟／ 1965 年 ［大豊ビル］ 9 棟／ 1964 年 ［大手ビル］ 5 棟／ 1967 年

「水上ビル（豊橋）」が２０２６年度ＤＯＣＯＭＯＭＯ Ｊａｐａｎの選定建築（no.303）になりました！

ＤＯＣＯＭＯＭＯ Ｊａｐａｎ（ドコモモ ジャパン）
https://docomomojapan.com/　
ＪＯＢＬｉｎｋ　Ｓｔｕｄｉｏ（ジョブリンク・スタジオ）
https://www.instagram.com/joblink_studio/　
（※）戦後を譲りわたす̶日本の「モダン・ムーブメント」
建築史　岸佑 | web春秋 はるとあき
https://haruaki.shunjusha.co.jp/posts/5481

トピック
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奥野 美樹
河合 慎太郎

愛知地域会広報委員会

457

●JIA愛知保存

研究会第297回

にて「御懐石 志ら

玉」という料亭が

紹介されている。

江戸末期の町家

を移築した新館と、小原村の養蚕農家を移

築した旧館、京都から移築された茶室によっ

て構成されているとの事で、雰囲気を感じる。

　先日、龍安寺の石庭に再訪した。大胆に

とられた白砂の余白は緊張感があり、素晴

らしかった。見学をしている人は9割以上が

海外の人であった。禅的感覚がある種のカ

ルチャーとしてウケているようだ。石庭の作

者は不明であり、ブルーノ・タウトが来日時に

訪れ、解釈を与えた事で世界的に注目を

集めたと言われている。

　専門家によって現存する建物を評価する

事はとても重要だ。建築家によって発表され

た物ではない、建築家なしの建築に価値を

与えることができるからである。そして、その

評価によって、作者の意図とは異なるかたち

で建物が理解されることもある。その事もま

た、同じくらい重要なことだ。    （葛島 隆之）

●第2回若手の会を開催した。ここでは本

編で伝えきれない現状についてお話しした

い。第1回から人数は半減し、毎回ある程

度の人数が集まってくれるのでは、という私

の思いは叶わなかった。特に若いメンバー

は現業を優先しての活動となるため忙しく、

時間を空けるのが難しい。かといって、大変

だからといって活動をやめてしまうとJIA東

海支部のこれからの持続可能性が失われ

るのではないかという危惧もある。私自身こ

の「せめぎ合い」で日々過ごしている。この

場をお借りして、若手メンバーの活動への

積極参加をお願いしたいと同時に、先輩

方々には、若手が活動しやすい環境づくり

へのご協力をお願いしたい。ただ「そもそも

JIAでの活動は何につながるのか」が若手

メンバーにとって分かりにくいという側面もあ

る。様々な側面をもつこの課題を解きほぐ

していくことが、これからの東海支部の発展

につながると思っている。   （河合　慎太郎）

297 御懐石 志ら玉

愛知県名古屋市北区上飯田西町２丁目36番
江戸末期、明治初期築、昭和49年、平成4年移築
旧館+新館  木造２階建  茶室  平屋建て
200㎡程（不明）
名古屋市認定地域建造物資産
認定番号第90号（旧館） 第 91号（新館）

【概　要】
所 在 地
建 設 年
構造規模
建築面積 
認 定

Liv設計工房
川口 亜稀子（JIA愛知）

N

▲ 新館外観 ▲ 中庭 ▲ 茶室 笑庵

　上飯田の閑静な住宅地にひっそりと佇む
「御懐石 志ら玉」は、本格的なお茶事ができる
料亭として全国的にも高い知名度を誇る。
　道路に面する新館は、庄屋を務めた江戸末
期の町家を平成４年に移築したもの。大戸口
の引戸を開けて入ると幅の広い土間に一段上
がる帳場で客を出迎え、ケヤキの大黒柱と２
尺１寸の梁が重厚な空間を創り出している。
　その脇の雁行する通り土間を抜け、露地を
挟んだ奥に建つ旧館は、昭和 49年に旧小原
村から移築された養蚕農家である。太い梁が
架かる野趣溢れる田舎家造りのお座敷を備え、
更に中庭を望む渡り廊下の先には、京都から
春日井市高蔵寺の近藤家別邸を経て移築され
た茶室「笑庵（しょうあん）」が佇む。
　笑庵の建築年代は詳らかではないが、作者

は江戸時代初期から続く茶家・久田家の系列
と伝わる。点前座１畳・客座３畳に桝床を配し
た４畳半の席であり、東側に炉を据えた１０畳
の座敷を控え、正式な茶事が執り行われている。
　時代や出自の異なる建物が露地や中庭を介
して渡り廊下などで結ばれ、敷地内を回遊で
きる動線となっている。歩を進めるごとに庭の
木々や苔、飛び石が異なる角度から視界に広
がり、どの座敷からも風情ある庭景を愉しむこ
とができる。

至平安通

至
矢
田
川
橋

至
瑠
璃
光
橋

至小牧・犬山

上
飯
田
駅御懐石 志ら玉
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愛知調理
専門学校

イオンそよら
上飯田店
●

●中京銀行

●カフェ タナカ

（おんかいせき　しらたま）






